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紹
一
介

と
批
評
，

曹
汝
霧
著
（
曹
汝
霧
回
想
録
刊
行
会
編
訳
）

コ
生
之
回
憶
』

　
政
治
家
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
常
に
国

を
想
い
、
自
己
の
最
善
を
尽
し
な
が
ら
も
そ
れ
が
当
時
の
国
内
事
情
、
．
国
際
環

境
に
制
約
さ
れ
て
そ
の
執
つ
た
行
動
が
結
果
と
し
て
歴
史
の
流
れ
に
樟
さ
す
こ

と
に
な
れ
ば
、
「
売
国
奴
」
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
亡
命
し
て
空
し
く
異
国
の

土
と
化
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
も
出
て
来
よ
う
。

　
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
曹
汝
霧
は
ま
さ
し
く
こ
う
い
つ
た
人
物
の
典
型
で
あ
る

が
、
幸
い
彼
が
生
前
書
ぎ
残
し
た
自
伝
『
一
生
之
回
憶
』
に
よ
つ
て
そ
の
足
跡

を
た
ど
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
本
書
は
著
者
の
自
己
弁
明
の
書
で
は
な
い
。

著
者
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
今
は
私
も
九
十
の
老
齢
に
な
り
、
毅
誉
も
世

事
も
気
に
な
ら
な
く
な
つ
た
。
抗
戦
中
、
多
く
の
国
人
が
義
に
赴
む
い
て
命
を

棄
て
た
の
に
比
ぶ
れ
ば
、
私
が
そ
し
り
を
受
け
た
位
は
、
た
だ
政
治
の
犠
牲
に

な
つ
た
だ
け
で
、
論
ず
る
に
足
ら
な
い
。
淡
々
と
し
て
往
事
を
追
想
し
、
た
だ

事
実
を
提
供
し
て
資
料
の
一
端
に
し
た
い
と
思
う
だ
け
で
あ
る
。
…
…
」
（
前
言
）

よ
つ
て
本
書
は
、
中
国
近
、
現
代
史
の
資
料
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
も

の
で
あ
る
。

　
本
書
は
二
一

章
か
ら
な
り
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
　
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
　
（
九
，
七
六
）

時
代
か
ら
義
和
団
事
変
奮
で
、
第
二
章
　
日
本
留
学
か
ら
帰
国
ま
で
、
第
三
章

商
部
事
務
官
か
ら
対
日
満
州
会
議
ま
で
、
第
四
章
　
外
務
部
に
転
任
－
御
史
に

弾
劾
さ
る
、
第
五
章
　
衰
世
凱
罷
免
、
再
起
用
－
清
帝
退
位
ー
清
朝
亡
ぶ
、
第

六
章
　
民
国
成
立
か
ら
二
十
一
ヵ
条
ま
で
、
第
七
章
　
帝
政
運
動
か
ら
衰
世
凱

逝
去
ま
で
、
第
八
章
　
黎
元
洪
継
任
か
ら
張
作
霧
入
京
ま
で
．
第
九
章
　
新
国

会
ー
徐
世
昌
大
総
統
と
な
る
ー
パ
リ
平
和
会
議
、
第
十
章
　
五
四
学
生
運
動
か

ら
梁
士
詔
内
閣
ま
で
、
第
十
一
章
　
安
直
対
立
i
徐
世
昌
下
野
ー
曹
錫
賄
賂
で

大
総
統
と
な
る
、
第
十
二
章
　
三
角
連
盟
か
ら
段
棋
瑞
下
野
ま
で
、
第
十
三
章

張
作
霧
大
元
帥
－
蒋
介
石
の
北
伐
成
る
、
第
十
四
章
　
満
州
事
変
か
ら
西
安
事

変
ま
で
、
第
十
五
章
　
段
旗
瑞
南
下
か
ら
逝
去
ま
で
、
第
十
六
章
　
日
華
事
変

勃
発
、
華
北
臨
時
政
府
成
立
、
第
十
七
章
　
会
社
社
長
就
任
i
華
北
連
合
準
備

銀
行
総
裁
を
断
わ
る
4
松
岡
洋
右
君
と
談
る
、
第
十
八
章
　
日
米
開
戦
か
ら
降

伏
ま
で
、
第
十
九
章
　
太
和
殿
受
降
か
ら
台
湾
移
転
ま
で
、
第
二
十
章
　
国
門

を
出
て
か
ら
香
港
ま
で
、
第
二
十
一
章
　
留
日
八
年
。

　
概
要
は
右
の
目
次
に
よ
つ
て
知
り
得
る
の
で
、
印
象
に
残
つ
た
い
く
つ
か
の

点
を
挙
げ
て
行
き
た
い
。
ま
ず
e
義
和
団
事
変
で
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
曹
は

日
本
留
学
を
決
意
す
る
。
早
稲
田
専
門
学
校
に
入
り
、
後
東
京
法
学
院
（
現
在

の
中
央
大
学
）
に
移
る
。
当
時
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
中
で
ば
著
者
は
穏
健
派

で
、
君
主
立
憲
を
主
張
し
た
が
、
戊
戌
の
政
変
に
失
敗
し
た
梁
啓
超
が
亡
命
し
て

来
る
と
そ
の
影
響
で
過
激
派
は
滅
満
興
漢
を
唱
え
、
思
想
的
に
激
し
く
対
立
す

る
こ
と
に
な
つ
た
。
－
さ
ら
に
日
露
戦
争
の
出
征
兵
士
を
送
る
様
子
を
見
て
「
こ

ん
な
悲
壮
な
場
面
を
，
私
は
初
め
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
わ
が
国
が

自
分
で
領
土
を
保
衛
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
、
日
本
が
わ
が
国
の
領
土
を



回
復
す
る
た
め
に
起
つ
て
戦
う
と
い
5
、
そ
の
大
義
の
精
神
と
、
、
善
隣
の
友

誼
に
、
私
は
非
常
な
噺
悦
と
感
激
を
覚
え
、
今
後
も
中
日
両
国
は
提
携
合
作
し

て
、
も
し
ま
た
侵
略
に
遇
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
互
い
に
共
同
し
て
防
衛

し
、
親
仁
善
隣
の
義
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
考
え
た
。

私
の
親
目
観
念
は
、
こ
の
日
露
戦
争
を
観
て
起
こ
つ
た
も
の
で
あ
る
」
（
一
五
頁
）

と
い
か
に
し
て
親
日
論
者
に
な
つ
た
か
、
そ
の
端
緒
琶
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
⇔
目
本
か
ら
帰
国
後
、
進
士
に
合
格
、
商
務
主
事
か
ら
外
交
部
勤
務
と
な
り

対
日
満
州
善
後
会
議
随
員
と
な
る
が
、
そ
の
折
小
村
全
権
か
ら
私
的
に
呼
ぽ

れ
、
日
中
提
携
し
て
対
露
防
禦
を
行
な
う
べ
ぎ
で
あ
る
と
褒
世
凱
に
伝
え
る
よ

う
懇
望
さ
れ
、
そ
の
旨
嚢
に
伝
え
た
が
、
権
力
の
争
奪
に
必
死
の
清
朝
高
官
の

流
言
を
恐
れ
る
衰
に
時
機
尚
早
と
云
わ
れ
「
こ
の
情
勢
を
看
取
し
た
日
本
は
、

つ
い
に
わ
が
国
と
の
提
携
を
あ
き
ら
め
、
再
び
露
国
と
旧
交
を
温
め
て
、
不
侵

略
協
定
を
修
め
、
さ
ら
に
英
国
と
同
盟
を
締
結
す
る
な
ど
、
欧
米
大
国
に
伍
し

て
斉
駆
す
る
よ
う
に
な
り
、
わ
が
国
は
旧
態
依
然
、
こ
の
好
機
を
逸
し
て
、
衰
退

の
一
途
を
た
ど
る
の
み
で
あ
つ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
」
（
三
二
頁
）

と
、
日
露
戦
争
直
後
が
目
中
提
携
の
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
つ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
⑫
酉
太
后
に
召
見
さ
れ
る
チ
ャ
ソ
ス
が
あ
つ
た
が
、
西
太
后
の
質
問
に
答
え

て
立
憲
に
つ
い
て
上
奏
し
た
と
こ
ろ
、
太
后
は
眼
を
輝
か
し
て
陳
述
を
聴
き
、

納
得
す
る
ま
で
質
問
し
た
。
著
者
は
太
后
が
政
治
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
そ
の

思
想
も
決
し
て
頑
固
で
な
い
と
看
取
し
た
。
よ
つ
て
戊
戌
変
法
の
時
で
も
、
康

有
為
、
梁
啓
超
ら
が
立
憲
政
治
を
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
ら
、
太

后
の
同
意
を
得
る
こ
ど
も
で
き
た
の
で
は
な
か
つ
た
か
。
「
維
新
の
諸
君
子
は

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ど
う
も
急
進
し
過
ぎ
た
よ
5
に
思
わ
れ
、
惜
し
い
気
が
す
る
」
（
四
二
頁
）
と
述

べ
る
。

　
四
日
露
戦
争
後
、
著
者
は
東
三
省
視
察
に
赴
き
、
日
本
の
中
国
植
民
地
化
の

野
心
を
憂
慮
し
、
慶
親
王
総
理
、
那
桐
尚
書
に
所
見
を
報
告
し
、
摂
政
王
に
対

策
を
進
言
し
た
結
果
、
安
奉
線
は
既
得
権
、
鴨
緑
江
架
橋
は
既
定
事
実
と
し
て

認
め
、
ま
た
採
木
公
司
も
実
情
五
十
里
を
承
認
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
。
と
こ

ろ
が
日
本
側
は
「
私
の
満
州
調
査
の
結
果
、
多
年
の
懸
案
が
解
決
し
た
の
を
喜

ん
で
、
私
の
昇
進
祝
い
と
い
つ
た
形
で
、
し
ば
し
ば
私
を
招
待
し
て
く
れ
た
り

し
た
た
め
、
人
目
を
ひ
き
、
京
中
あ
げ
て
、
私
に
『
親
日
』
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼

り
、
終
世
私
の
看
板
の
よ
う
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
」
（
五
四
頁
）
と
事
志
と
は
別

に
「
親
日
家
」
に
さ
れ
て
し
ま
つ
た
模
様
が
描
か
れ
る
。

　
㊨
資
料
と
し
て
も
価
値
が
あ
る
の
は
、
二
十
一
ヵ
条
を
め
ぐ
る
日
華
交
渉
の

模
様
で
あ
る
。
著
者
が
外
交
次
長
と
し
て
実
際
の
渉
に
当
つ
た
日
華
交
渉
の
会

議
の
裏
面
が
鮮
明
に
描
か
れ
る
。
こ
の
二
十
一
ヵ
条
要
求
時
に
お
い
て
執
つ
た

態
度
が
著
者
に
「
売
国
賊
」
（
華
嵩
『
五
四
運
動
史
』
）
あ
る
い
は
　
「
敗
類
」
（
査

良
鑑
『
中
国
学
生
運
動
史
』
y
の
汚
名
を
着
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
か
な
り

自
己
弁
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
特
に
い
わ
ゆ
る
第
五
号
に
つ
い

て
、
　
「
著
者
が
即
時
承
認
を
主
張
し
た
」
と
す
る
羅
光
『
陸
微
祥
伝
』
の
記
述

は
、
陸
が
当
時
は
ま
だ
外
交
部
に
関
係
な
く
、
こ
の
日
の
会
議
に
も
出
席
し
て

い
な
い
し
、
実
情
を
知
ら
ず
し
て
書
い
た
も
の
で
絶
対
誤
り
で
あ
る
と
き
め
つ

け
て
い
る
（
七
一
ー
七
二
頁
）
。
総
統
府
、
国
務
院
が
一
致
協
力
し
て
最
終
的
に

は
、
日
露
戦
争
の
既
得
権
で
あ
る
旅
順
大
連
租
借
権
お
よ
び
満
鉄
の
期
限
延
長

一
件
だ
け
で
、
そ
の
他
に
議
定
し
た
交
換
公
文
が
八
件
か
九
件
あ
る
に
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
（
九
七
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

ザ
、
国
辱
的
な
第
五
項
ぽ
撤
回
さ
ぜ
た
に
か
か
わ
δ
ず
．
詑
伝
ぱ
託
伝
を
生
ん

で
、
漫
然
と
「
二
十
一
ヵ
条
国
辱
条
件
」
と
混
称
さ
れ
、
日
本
の
最
後
通
牒
に

屈
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
「
親
日
売
国
」
の
名
－
を
被
せ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
痛
横

が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
㈹
衰
世
凱
が
帝
制
を
意
図
し
た
折
．
イ
ギ
リ
ス
公
使
ジ
ョ
ル
ダ
ツ
が
↓
蓑
に

皇
帝
に
早
く
即
位
す
る
よ
う
勧
説
し
、
蓑
は
ジ
ョ
ル
ダ
ン
が
政
府
の
密
令
を
受

け
た
に
違
い
な
い
と
喜
色
満
面
、
興
奮
さ
え
し
て
会
談
の
直
後
著
者
に
語
り
、

帝
制
の
決
意
を
固
め
る
が
、
こ
う
い
つ
た
点
、
日
本
外
交
文
書
に
拠
つ
た
曽
村

保
信
氏
の
研
究
「
蓑
世
凱
帝
制
問
題
と
日
本
の
外
交
」
（
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』

五
六
巻
二
号
　
昭
和
三
二
年
）
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
裏
面
の
動
き
で
あ
る
。
な

お
ジ
ョ
ル
ダ
ン
の
態
度
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
こ
の
ジ
ョ
ル
ダ
ン
公
使
の
秘
密

進
言
は
、
本
国
政
府
の
訓
令
を
受
け
た
も
の
で
な
く
、
外
交
部
も
通
さ
ず
、
と

い
つ
て
本
国
を
代
表
す
る
公
使
が
、
わ
が
国
φ
元
首
に
、
私
人
と
し
て
国
体
変

更
と
い
う
重
大
問
題
を
説
く
の
は
全
く
奇
異
の
感
に
堪
え
な
い
。
後
に
帝
制
が

失
敗
し
て
蓑
氏
が
逝
去
す
る
と
、
ジ
ョ
ル
ダ
ン
公
使
は
『
こ
の
時
、
自
分
は
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

制
反
対
を
進
言
し
た
が
、
衰
氏
が
聴
か
な
か
つ
た
の
は
惜
し
い
』
と
、
人
に
談

つ
て
い
る
が
、
老
友
に
対
す
る
不
信
も
甚
し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
九
八
頁
）

と
激
し
く
非
難
し
て
い
る
。

　
⑥
一
九
一
九
年
の
五
・
四
事
件
当
日
の
デ
モ
隊
に
よ
る
暴
行
の
模
様
は
詳
細

に
描
か
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
五
四
運
動
の
起
爆
力
と
な
つ
た
と
見
ら
れ
る
学

生
運
動
を
前
後
両
段
に
分
け
、
後
段
は
学
生
が
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
看
倣

し
て
い
る
。
段
棋
瑞
勢
力
の
制
抑
を
考
え
る
徐
世
昌
は
、
は
じ
め
南
北
和
平
会

議
の
開
催
に
よ
つ
て
こ
れ
を
行
な
お
う
と
し
た
が
、
こ
れ
に
失
敗
し
た
た
め
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
　
　
（
九
七
八
）

生
運
動
を
利
用
し
て
「
私
た
ち
、
段
棋
瑞
の
羽
翼
を
切
汐
除
く
と
同
時
に
、
日

本
か
ら
の
援
助
の
途
を
断
ち
切
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」
（
一
四
七
頁
）
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
る
が
、
当
時
日
本
は
学
生
運
動
は
「
彼
等
自
身
ノ
発
意
二
基
ク
モ

ノ
ノ
外
林
長
民
、
熊
希
齢
、
注
大
墜
ノ
如
キ
政
治
家
ノ
使
膿
乃
至
英
米
一
一
国
人

ノ
煽
動
二
拠
ル
モ
ノ
…
…
」
（
一
九
一
九
年
九
月
九
日
閣
議
決
定
）
と
解
釈
し
て

い
た
の
で
あ
り
、
真
相
は
究
め
に
く
い
。
し
か
し
、
五
・
四
を
機
会
に
著
者

は
、
覚
庵
と
号
し
、
以
後
一
切
実
際
政
治
に
は
関
係
し
な
い
決
心
を
固
め
た
の

で
あ
る
。

　
㈹
一
九
二
八
年
、
張
作
霧
爆
死
事
件
が
発
生
す
る
が
．
張
作
罧
に
つ
い
て
著

者
は
種
々
土
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
て
そ
の
人
と
な
り
を
語
つ
て
い
る
。
著
者

は
張
を
「
一
世
の
雄
た
る
に
恥
じ
な
か
つ
た
」
と
し
、
「
も
し
張
作
霧
が
健
在

で
奉
天
に
鎮
座
し
て
い
た
ら
．
満
州
ま
で
青
天
白
．
日
旗
に
変
る
こ
と
も
な
か
つ

た
で
あ
ろ
う
し
、
少
な
く
と
も
九
一
八
（
満
州
事
変
）
を
起
す
よ
う
な
下
手
な

こ
と
は
な
か
つ
た
と
、
断
言
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
（
一
九
一
頁
）
と
ま
で

論
じ
て
い
る
．

　
σ
ゆ
満
州
事
変
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
日
華
両
国
政
府
は
、
懸
案
解
決
の
用
意

が
あ
り
な
が
ら
、
張
学
良
、
関
東
軍
の
少
壮
派
が
と
あ
に
年
少
気
鋭
で
大
事
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
つ
た
（
一
九
六
頁
）
と
し
、
特
に
満
州
の
懸
案
が
日
華
間

に
三
百
件
以
上
滞
つ
て
居
り
、
注
栄
宝
駐
日
公
使
が
そ
の
解
決
を
王
正
廷
外
交

部
長
に
意
見
具
申
し
た
と
こ
ろ
、
王
の
日
本
は
桐
嚇
だ
け
で
満
州
に
対
し
て
冒

険
に
出
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
、
も
し
そ
ん
な
行
動
に
出
れ
ぽ
国
際
連
盟
と
い
う

後
楯
が
あ
る
と
の
答
に
憤
慨
し
て
辞
職
し
、
あ
と
を
継
い
だ
蒋
作
賓
公
使
も
幣

原
外
相
か
ら
懸
案
解
決
の
こ
と
を
説
か
れ
て
本
国
に
報
告
し
た
が
、
時
機
を
失



し
て
九
月
一
八
日
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
と
の
指
摘
は
、
中
国
側
の
反
省
と
し
て

興
味
深
い
。

　
十
日
華
事
変
が
開
始
さ
れ
る
と
、
日
本
の
出
先
機
関
は
、
諸
々
に
偲
偏
政
府

の
樹
立
を
目
指
し
て
「
大
物
」
と
思
わ
れ
る
人
物
を
物
色
す
る
。
著
者
も
華
北

臨
時
政
府
主
席
を
土
肥
原
中
将
な
ど
に
懇
望
さ
れ
る
が
こ
れ
を
断
る
。
結
局
王

克
敏
が
委
員
長
と
な
つ
て
華
北
臨
時
政
府
が
成
立
ず
る
が
、
王
の
出
馬
は
言
わ

ば
「
貧
の
た
め
の
出
仕
」
で
あ
り
、
必
ず
し
も
「
日
本
に
付
い
た
」
の
で
は
な

か
つ
た
。
注
兆
銘
の
南
京
政
府
樹
立
に
つ
い
て
は
も
つ
と
手
き
び
し
い
。
「
公

平
に
見
て
、
も
し
注
氏
素
願
の
よ
う
に
講
和
で
戦
争
を
終
ら
す
こ
と
が
で
ぎ
た

ら
、
注
氏
の
是
非
、
功
罪
を
論
ず
る
必
要
は
な
い
と
思
う
，
が
、
注
氏
が
、
す
で

に
日
本
軍
閥
に
講
和
の
意
が
な
い
こ
と
が
判
つ
て
か
ら
も
、
た
だ
自
分
の
名
望

を
借
り
て
号
召
し
、
政
権
を
設
立
、
日
本
軍
の
利
用
に
甘
ん
じ
で
、
革
命
元
老

の
令
名
も
惜
し
ま
ず
、
か
つ
亡
友
（
曽
仲
鳴
）
の
た
め
に
国
家
に
叛
い
た
の
は

『
私
』
を
も
つ
て
（
公
）
を
忘
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
二
七
三
頁
）
。

　
そ
の
後
著
者
は
、
日
本
の
敗
戦
、
そ
れ
に
打
続
く
国
共
内
戦
に
よ
つ
て
台
湾

に
移
り
、
上
海
市
中
安
定
の
報
に
大
陸
ぺ
帰
る
こ
と
を
決
意
す
る
が
、
中
共
か

ら
逮
捕
状
が
出
て
い
る
こ
と
を
知
り
，
香
港
延
仮
の
住
い
を
探
す
が
、
こ
こ
も

「
流
亡
人
」
に
は
物
価
高
で
、
安
く
生
活
が
出
来
る
と
い
わ
れ
る
日
本
に
行
く

こ
と
を
決
意
す
る
。
日
本
で
は
か
つ
て
の
友
人
達
が
歓
迎
し
て
く
れ
、
著
者
の

長
担
に
な
ら
ぬ
よ
う
生
活
の
面
倒
ま
で
見
て
く
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
在
日
は

八
年
に
及
ぶ
が
、
こ
の
間
の
日
本
の
政
治
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
か
ね
て
親
交

の
あ
る
吉
田
茂
観
な
ど
描
か
れ
る
。
そ
の
後
大
病
の
後
七
女
の
招
ぎ
に
応
じ
て

米
国
に
渡
り
、
九
〇
歳
の
天
寿
を
全
う
し
ミ
シ
ガ
ン
州
ミ
ヅ
ド
ラ
ン
ド
の
地
で

　
　
　
紹

介
と
批
評

数
奇
な
一
生
を
終
る
。

　
本
書
は
、
曹
汝
罧
個
人
を
中
心
に
語
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
清
末
か
ら
現

代
に
至
る
、
中
国
政
治
史
で
あ
り
、
時
に
ば
風
俗
史
で
あ
り
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
日
本
の
雑
事
録
で
も
あ
る
。
た
だ
著
者
自
ら
「
古
い
こ
と
で
記
憶
が
周

密
で
な
く
、
恐
ら
く
脱
漏
も
あ
る
で
あ
ろ
う
」
（
前
言
）
と
云
わ
れ
る
、
の
で
若
干

注
意
し
，
て
見
た
が
、
張
作
罧
爆
死
の
折
の
日
本
の
弔
慰
使
を
伊
集
院
彦
吉
と
し

た
ヶ
（
正
し
く
は
林
権
助
）
（
一
九
一
頁
）
、
満
州
国
国
務
院
総
務
庁
長
駒
井
徳
太

郎
（
正
し
く
は
駒
井
徳
三
）
（
二
一
二
頁
、
二
一
三
頁
）
、
北
京
政
府
顧
問
阪
西
利

八
郎
（
正
し
く
ば
坂
西
利
八
郎
）
（
二
九
二
頁
）
、
ま
た
自
己
の
信
念
か
ら
若
干
歴

史
的
事
実
に
合
わ
な
い
見
方
、
例
え
ば
一
九
四
八
年
の
二
・
二
八
事
件
を
す
べ

て
共
産
分
子
の
煽
動
と
見
な
す
（
三
四
五
頁
）
、
ま
た
国
民
党
の
統
治
に
対
す
る

批
判
が
な
い
な
ど
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
個
人
の
回
想
録
と
い
う
性
質
上
や

む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

暑
者
が
ミ
シ
ガ
ン
湖
の
ほ
と
り
で
生
涯
を
終
り
．
ま
た
、
著
者
と
か
つ
て
行

動
を
共
に
し
た
外
交
総
長
陸
微
祥
が
修
道
僧
と
な
つ
て
ベ
ル
ギ
ー
の
僧
院
で
一

生
を
了
え
た
の
に
対
し
、
一
方
著
者
と
か
ね
て
親
交
が
あ
り
、
本
書
に
死
の
一

ヵ
月
前
序
文
を
寄
せ
た
吉
田
茂
が
国
葬
に
よ
つ
て
葬
ら
れ
た
の
を
考
え
る
と
、

再
び
こ
こ
で
「
政
治
家
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
，
ろ
う

か
」
と
の
間
を
発
し
て
見
た
い
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
四
〇
四
頁
、
昭
和
四
二

年
・
一
〇
月
、
鹿
島
研
究
書
出
版
会
発
行
、
一
六
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
　
井
　
優
）

一
〇
七

（
九
七
九
）


